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令
和
２
年
内
灘
町
議
会
₁₂
月
会
議
が
開
催
さ
れ
、
補
正
予
算
の
ほ
か
、
条
例
、
指
定
管

理
者
の
指
定
、
人
事
案
件
な
ど
計
₁₇
議
案
を
審
査
し
、
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
し

ま
し
た
。
ま
た
、
請
願
２
件
を
不
採
択
と
し
、
意
見
書
２
件
を
可
決
、
提
出
し
ま
し
た
。

新型コロナの PCR検査に 助成

12
月
会
議

補
正
予
算 

︵
全
員
賛
成
︶

一
般
会
計 

︵
第
７
号
︶

６
５
１
０
万
円
の
増
額
、
総
額
１

３
０
億
６
１
６
０
万
円
。

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

 

︵
第
１
号
︶

１
０
６
０
万
円
の
増
額
、
総
額
３

億
２
０
９
０
万
円
。

介
護
保
険
特
別
会
計 

︵
第
２
号
︶

５
０
０
万
円
の
増
額
、
20
億
９
８

４
０
万
円
。

条
例
の
改
正 

︵
全
員
賛
成
︶

条
例
名
は
省
略
し
て
あ
り
ま
す
。

税
外
歳
入
の
延
滞
金
等
に
関
す
る

条
例

後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
条
例

介
護
保
険
条
例

公
共
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金

及
び
分
担
金
に
関
す
る
条
例

い
ず
れ
も
租
税
特
別
措
置
法
の
一

部
改
正
に
伴
う
、
必
要
な
字
句
の

整
理
。

国
民
健
康
保
険
税
条
例

地
方
税
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
軽
減
判
定
所
得
基
準
額
を

33
万
円
か
ら
43
万
円
に
改
め
る
。

学
童
保
育
ク
ラ
ブ
設
置
条
例

学
童
保
育
ク
ラ
ブ
の
名
称
を
校
区

と
同
一
名
称
に
統
一
す
る
。

鶴
ケ
丘
学
童
保
育
ク
ラ
ブ

︵
前
鶴
ケ
丘
第
一
、

 

第
二
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
︶

大
根
布
学
童
保
育
ク
ラ
ブ

 

︵
前
内
灘
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
︶

西
荒
屋
学
童
保
育
ク
ラ
ブ

 

︵
前
北
部
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
︶

指
定
居
宅
介
護
支
援
等
の
事
業
の

人
員
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
等

を
定
め
る
条
例

指
定
居
宅
介
護
支
援
等
の
事
業
の

人
員
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
等

の
一
部
改
正
に
伴
い
、
指
定
居
宅

介
護
支
援
事
業
所
に
お
け
る
管
理

者
要
件
等
の
規
定
の
所
要
の
改
正
。

PCR検査助成金 500万円

対 象 者： 満65歳以上の方及び基礎疾患を
もつ高リスクの方

　　　　　　　＊無症状の方
検査実施機関：金沢医科大学病院

助成額： 1人1回限り2万5000円
（検査費用約3万円のうち、自己負担額は5000円）

申込先： 内灘町保健センターで予約可
 （℡ 076-286-6101）
 ＊希望する方は事前に電話連絡を。

インフルエンザ予防接種委託料 300万円
高齢者インフルエンザ予防接種は令和2年10月5日から実施。
自己負担額を1200円から500円に減額するための増額。

2うちなだ議会だより  第144号　令和3年2月5日



指
定
管
理
者
の
指
定

 

︵
全
員
賛
成
︶

産
業
支
援
セ
ン
タ
ー

管
理
者
：
内
灘
町
商
工
会

期
間
：
令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら

 

令
和
６
年
３
月
31
日

屋
内
温
水
プ
ー
ル

管
理
者
：
株
式
会
社
エ
イ
ム

期
間
：
令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら

 

令
和
８
年
３
月
31
日

体
育
施
設
︵
総
合
体
育
館
等
︶

管
理
者
：
N
P
O
法
人
ス
ポ
ー
ツ

 

ク
ラ
ブ
プ
ラ
ッ
ツ
う
ち
な
だ

期
間
：
令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら

 

令
和
６
年
３
月
31
日

人
事
案
件 

（
全
員
賛
成
）

人
権
擁
護
委
員

 

松ま
つ

田だ

　
京

き
ょ
う

子こ 

氏

︵
再
任　
向
陽
台
︶

 

中な
か

村む
ら

由ゆ

利り

子こ 

氏

︵
再
任　
大
根
布
︶

 

山や
ま

崎ざ
き

　
哲て

つ

雄お 

氏

︵
再
任　
向
粟
崎
︶

 

長は

谷せ

川が
わ

　
肇は

じ
め 

氏

︵
新
任　
宮
坂
︶

11
月
会
議　
27
日

補
正
予
算 

︵
全
員
賛
成
︶

一
般
会
計
︵
第
６
号
︶

３
３
９
０
万
円
の
増
額
、
総
額
１

２
９
億
９
６
５
０
万
円
。

条
例
の
改
正 

︵
全
員
賛
成
︶

条
例
名
は
省
略
し
て
あ
り
ま
す
。

議
員
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関

す
る
条
例

常
勤
特
別
職
給
与
に
関
す
る
条
例

一
般
職
員
給
与
に
関
す
る
条
例

い
ず
れ
も
人
事
院
勧
告
に
伴
う
国

家
公
務
員
給
与
改
定
に
準
じ
、
期

末
手
当
の
支
給
率
を
改
正
。

年
間
支
給
月
数

︹
議
員
・
常
勤
特
別
職
︺

 

３
・
40
月
↓
３
・
35
月

︹
一
般
職
員
︺

 

２
・
60
月
↓
２
・
55
月

新型コロナの PCR検査に 助成12月会議
8日～17日

その他の主な事業
土地家屋課税台帳履歴管理システム導入業務 1228万円
行政の IT 化、3密対策を図るため、金沢地方法務局からの登
記情報の電子媒体化と土地家屋課税台帳を電子データ化する。

私立保育園運営費負担金 2288万円
公定価格単価の増や登園自粛要請を受けての保育料減額による。

心身障害者医療費助成金 1500万円
医療費の窓口申請分増加により医療費助成金が見込みを上回る
ため。

障害者医療給付費 1500万円
更生医療（人工透析）の生活保護者の増加。

障害者自立支援給付費 2000万円
共同生活援助（グループホーム）や就労継続支援（A・B型）
等の利用増。

障害児福祉給付費 1500万円
放課後等デイサービスや児童発達支援等の利用増。

マイホーム取得奨励金 540万円
予算を上回る申請が見込まれるため。

３
月
会
議
の
一
般
質
問
は
４
日・５
日

午
前
10
時
か
ら
の
予
定
で
す
。

傍
聴
席
の
間
隔
を
空
け
て
い
る
た
め
定
員

は
32
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。入
場
時
は
マ
ス

ク
着
用・
手
指
消
毒・
検
温
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。ま
た
、一
般
質
問
の
模
様
は
金
沢
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
で
ご
覧
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。傍
聴
受
付
は
当
日
、庁
舎
３
階
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
横
で
行
な
っ
て
い
ま
す
。
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◎
は
委
員
長
　
〇
は
副
委
員
長
　
議
長
は
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参
加
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

　
令
和
２
年
11
月
、
12
月
会
議
に
提
出
さ
れ
た

議
案
の
詳
細
な
説
明
を
求
め
議
論
し
た
。ま
た
、

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活

用
し
た
こ
れ
ま
で
の
補
正
予
算
項
目
及
び
充
当

額
が
示
さ
れ
た
。

　

��

「
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
」
に
北
鉄

浅
野
川
線
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
を
検
討
し

て
は
。

　

�	

既
に
北
陸
鉄
道
に
働
き
か
け
て
い
る
。

　

��

マ
イ
ホ
ー
ム
取
得
奨
励
金
を
増
額
補
正

し
て
い
る
が
、
町
の
人
口
推
移
は
。

　

�	

人
口
は
減
少
傾
向
に
あ
る
が
、
転
入
・
転

出
の
社
会
増
減
は
前
年
同
時
期
に
比
べ
増
加

し
て
い
る
。

　

��

電
子
入
札
シ
ス
テ
ム
導
入
で
、
対
象
と

な
る
事
業
及
び
参
加
事
業
者
は
。

　

�	

主
に
工
事
に
関
す
る
事
業
を
対
象
と
し
て

お
り
、
県
の
電
子
入
札
の
参
加
者
と
ほ
ぼ
同

一
で
あ
る
。

　

��

指
名
競
争
入
札
の
業
者
選
定
は
、
町
内

事
業
者
を
優
先
す
べ
き
で
は
。

　

�	

工
期
や
専
門
性
な
ど
業
務
内
容
を
考
慮
し

た
上
で
、
町
内
業
者
に
配
慮
し
た
い
。

　

��

令
和
２
年
度
の
職
員
採
用
試
験
の
募
集

人
数
を
「
若
干
名
」
と
し
た
理
由
は
。

　

�	

育
児
休
業
等
の
事
由
で
、広
報
掲
載
時
に
、

採
用
人
数
が
確
定
し
て
い
な
い
た
め
「
若
干

名
」
と
し
た
。
来
年
度
の
募
集
で
は
、
表
記

方
法
を
検
討
し
た
い
。

　

��
利
用
者
が
分
か
り
や
す
い
よ
う
、
地
域

応
援
ク
ー
ポ
ン
券
事
業
で
、
店
舗
の
周
知

方
法
は
。

　

�	

ス
テ
ッ
カ
ー
等
の
作
成
を
行
な
う
。

　

��

松
枯
れ
の
本
数
と
対
処
方
法
は
。

　

�	

前
年
度
57
本
に
対
し
、
今
年
度
は
１
２
０

本
と
倍
増
し
て
い
る
。
適
宜
、
松
食
い
虫
に

抵
抗
性
の
強
い
松
苗
を
補
植
し
て
い
る
。

問答問答問答問答

問答問答問答

　
町
内
全
小
中
学
校
の
児
童
生
徒
に
１
人
１
台

の
タ
ブ
レ
ッ
ト
パ
ソ
コ
ン
が
導
入
さ
れ
た
。

　
委
員
会
で
は
、
パ
ソ
コ
ン
を
授
業
に
用
い
る

こ
と
に
よ
り
教
師
個
々
人
の
使
用
能
力
の
差

が
、
ク
ラ
ス
間
の
学
力
差
と
な
ら
な
い
よ
う
、

教
師
支
援
ス
タ
ッ
フ
の
増
員
な
ど
何
ら
か
の
支

援
施
策
の
充
実
を
求
め
た
。

　

��

タ
ブ
レ
ッ
ト
パ
ソ
コ
ン
を
使
用
し
て
の

授
業
は
、
教
師
に
よ
っ
て
個
人
差
が
出

る
。
ク
ラ
ス
間
な
ど
教
育
に
差
を
生
じ
さ

せ
な
い
よ
う
な
施
策
を
考
え
て
い
る
か
。

　

�	

そ
こ
は
懸
念
し
て
い
る
と
こ
ろ
な
の
で
、

町
で
は
協
議
会
を
作
っ
て
研
究
し
て
い
る
。

　

��

国
の
支
援
は
ハ
ー
ド
面
中
心
な
の
で
ソ

フ
ト
面
は
自
治
体
の
努
力
が
必
要
だ
。
各

学
校
に
１
人
く
ら
い
使
用
技
術
に
長
け
た

人
を
置
く
な
ど
、
マ
ン
パ
ワ
ー
の
充
実
が

必
要
な
の
で
は
。

　

�	
懸
念
が
あ
る
の
は
事
実
で
校
内
研
修
は
絶

対
必
要
と
考
え
る
。
現
在
、
町
に
は
支
援
員

が
１
名
い
て
、複
数
必
要
と
の
思
い
も
あ
る
。

し
か
し
、
今
は
状
況
を
見
て
い
き
た
い
。

　

��

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
助
成
数
を
２
０
０
人
と

し
て
い
る
が
、
足
り
な
く
な
っ
た
ら
増
や

す
の
か
。

　

�	

足
り
な
く
な
っ
た
ら
増
や
し
た
い
。

　

��

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
受
付
窓
口
を
保
健
セ
ン

タ
ー
に
限
定
す
る
必
用
が
あ
る
の
か
。

　

�	

唾
液
に
よ
る
検
査
を
予
定
し
て
い
る
。
問

診
も
あ
り
、
そ
の
対
応
は
確
実
な
説
明
を
し

て
か
ら
に
な
る
。
陽
性
な
ら
ば
す
ぐ
に
対
処

が
必
要
な
た
め
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で
一
括
し

て
受
け
付
け
た
い
。

　

��

教
育
・
保
育
の
現
場
で
先
生
た
ち
が
定

期
的
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

な
補
助
は
な
い
の
か
。

　

�	

今
の
と
こ
ろ
、
そ
う
い
う
補
助
は
な
い
。

問答問答

問答問答問答

文教福祉
常 任
委 員 会

小
中
学
校
タ
ブ
レ
ッ
ト
パ
ソ
コ
ン
導
入

教
師
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
支
援
策
を

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
は
幅
広
く

北
鉄
浅
野
川
線
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
検
討

大清台・ハマナス間の
林帯緑地の松枯れ

PCR検査の受付窓口
内灘町保健センター

◎
清
水
文
雄　
○
西
尾
雄
次　
夷
藤　
満

　
生
田
勇
人　
　
七
田
満
男　
磯
貝
幸
博

総務産業
建設常任
委 員 会

◎
小
谷
一
也　
〇
恩
道
正
博　
南　
守
雄

　
北
川
悦
子　
　
米
田
一
香　
土
屋
克
之

委
員
会
レ
ポ
ー
ト
（
12
月
）
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氏　名
議　案

土つ
ち

屋や　
克か

つ

之ゆ
き

西に
し

尾お　
雄ゆ

う

次じ

米よ
ね

田だ　
一か

ず

香か

磯い
そ

貝が
い　
幸ゆ

き

博ひ
ろ

小こ

谷た
に　
一か

ず

也や

七し
ち

田だ　
満み

つ

男お

生い
く

田た　
勇は

や

人と

恩お
ん

道ど
う　
正ま

さ

博ひ
ろ

北き
た

川が
わ　
悦え

つ

子こ

夷い

藤と
う　
　
満

み
つ
る

清し

水み
ず　
文ふ

み

雄お

中な
か

川が
わ　
　
達

す
す
む

南み
な
み　　
守も

り

雄お

議案第81号� �一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する
条例について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 － 〇

請願第3号� �国の責任による「20人学級」を展望した少人数学級の�
前進を求める請願 × × × × × × × × 〇 × × － ×

請願第4号� �「日本政府に核兵器禁止条約の署名・批准を求める意
見書」の提出を求める請願書 棄 〇 〇 × × × × × ○ 〇 ○ － ×

〇は賛成、×は反対、棄は棄権、－議長は採決に参加しません。

11月・12月会議で賛否の分かれた議案一覧

可 

決
反
対 

北
川
議
員

　
コ
ロ
ナ
で
現
場
で
奮
闘
し
て
い
る

職
員
の
給
与
引
き
下
げ
は
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
低
下
に
繋
が
る
。コ
ロ
ナ
関

連
業
務
の
負
荷
が
厳
し
い
中
で
引

き
下
げ
は
行
な
う
べ
き
で
な
い
。

賛
成 

七
田
議
員

　
今
、
世
の
多
く
の
人
の
給
料
が

大
幅
に
下
が
り
、ま
た
、職
を
失
っ

て
い
る
と
い
う
状
況
の
中
で
、
町

職
員
の
給
料
を
カ
ッ
ト
す
る
の
は

当
然
の
話
だ
。

　
人
事
院
勧
告
に
伴
う
国
家
公
務
員
給
与
改
定
に
準
じ
た
期
末
手
当
支
給
率
の

改
正
。︹
年
間
支
給
月
数
︺
２
・
₆₀
月
↓
２
・
55
月

不
採
択

◎
請
願
者　
原
水
爆
禁
止
石
川
県
協
議
会�

事
務
局
長　
新
井
田
義
弘

◎
紹
介
議
員�

北
川　
悦
子

要 

旨

　
核
兵
器
禁
止
条
約
が
１
月
22
日
に
発
効
す
る
。
唯
一
の
被
爆
国
日
本
は
こ
の

条
約
に
不
参
加
だ
。
世
論
調
査
で
は
7
割
以
上
の
国
民
が
参
加
を
求
め
て
い
る
。

町
議
会
と
し
て
政
府
に
参
加
・
批
准
を
求
め
る
「
意
見
書
」
の
提
出
を
。

反
対 

恩
道
議
員

　
日
本
が
条
約
に
参
加
す
れ
ば
、

米
国
の「
核
の
傘
」か
ら
抜
け
る
必

要
が
あ
り
、
国
の
安
全
保
障
の
責

務
を
果
た
せ
な
く
な
る
。

賛
成 

北
川
議
員

　
戦
争
で
唯
一
核
兵
器
の
被
害
を

国
民
が
受
け
た
日
本
。「
核
兵
器
で

守
る
」「
抑
止
力
が
必
要
」で
は
平
和

は
守
れ
な
い
。

反
対 

磯
貝
議
員

　
核
兵
器
保
有
国
が
未
参
加
で
非

現
実
的
な
上
、
日
米
同
盟
に
軋あ

つ

轢れ
き

を
生
み
、
安
全
保
障
に
悪
影
響
を

及
ぼ
す
。

賛
成 

米
田
議
員

　
唯
一
の
被
爆
国
の
我
が
国
が
署

名
・
批
准
し
、核
兵
器
保
有
国
と
同

盟
国
・
非
保
有
国
間
の
よ
り
積
極

的
な
橋
渡
し
役
に
努
力
す
べ
き
だ
。

◎
請
願
者　
新
日
本
婦
人
の
会
内
灘
支
部�

代
表　
宮
本
喜
久
子

◎
紹
介
議
員�

北
川　
悦
子

要 

旨

　
コ
ロ
ナ
禍
で
「
₄₀
人
学
級
」
で
は
子
ど
も
た
ち
の
命
と
健
康
を
守
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
国
の
施
策
と
し
て
「
2₀
人
学
級
」
を
展
望
し
た
少
人
数
学
級
へ
の

前
進
、
教
職
員
定
数
の
改
善
を
図
る
べ
き
だ
。

不
採
択

反
対 

西
尾
議
員

　
教
育
支
出
の
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
率
は

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
₃₈
カ
国
で
下
か
ら
２
番

目
。
2₀
人
学
級
を
求
め
る
よ
り
₃₀

人
学
級
を
求
め
る
の
が
先
決
。

賛
成 

北
川
議
員

　
理
解
度
が
厳
し
い
子
を
丁
寧
に

育
て
る
た
め
に
も
有
効
。
ど
の
子

に
も
わ
か
る
教
育
、
い
き
と
ど
い

た
教
育
の
た
め
に
改
正
が
必
要
。

請
願
の
審
査

◎
提
出
者　
　
七
田　
満
男　

◎
賛
成
議
員　
小
谷　
一
也
・
清
水　
文
雄

要 

旨

　
異
常
気
象
に
よ
る
洪
水
、
土
砂
災
害
、
地
震
、
高
潮
、
暴
風
な
ど
自
然
災
害

が
頻
発
し
て
い
る
。
自
然
災
害
か
ら
国
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
た
め
防
災
・
減

災
・
国
土
強
靭
化
予
算
を
継
続
的
に
確
保
せ
よ
。

可 

決
可 

決

◎
提
出
者　
　
七
田　
満
男
・
小
谷　
一
也
・
清
水　
文
雄

要 

旨

　
学
校
の
感
染
防
止
対
策
と
し
て
新
し
い
学
校
ス
タ
イ
ル
を
実
現
す
る
必
要
が

あ
る
。
学
級
定
員
を
₄₀
人
と
す
る
現
行
の
義
務
教
育
標
準
法
を
改
正
し
て
₃₀
人

以
下
学
級
と
す
る
た
め
教
職
員
定
数
の
改
善
等
の
教
育
予
算
の
拡
充
を
求
め
る
。

意
見
書
の
提
出

そ
の
他
の
討
論

討 

論
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ありゃ～
どうなったがいね～追跡追跡

一般質問のゆくえ

答　弁
答　弁

その後

その後

令和元年参議院選挙期日前投票所（ほのぼの湯） ほのぼの湯で1回開設した臨時出張窓口

令和3年1月現在
検討を続ける

　平成31年4月の石川県議会議員選挙よ
り、期日前投票所としてほのぼの湯を増設
しており、期日前投票が増加し、一定の成
果を得ていると認識しています。そのため、
公民館等の増設は、今後の投票率や費用対
効果を踏まえ検討を続けます。

令和2年9月
ほのぼの湯で臨時出張窓口を開設
　ほのぼの湯で、申請のための臨時出張窓
口を1回のみ開設しました。また、庁舎では
令和2年11月から土曜日も臨時窓口を開設
し、従来の日曜臨時窓口と合わせて月2回、
休日の窓口を開設しています。

マイナンバーカードの
普及推進を進めよ

　行政のデジタル化に向け、マイナンバー
カードは令和3年3月から健康保険証として
も利用できることから、その普及推進を図る
上で、南部・北部地区に発行手続窓口を期間
限定で設置する考えは。

令和2年9月会議  磯貝　幸博

臨時窓口の設置準備を進める
　臨時窓口は令和元年11月から、毎月1回、
日曜日に住民課で開設している。新型コロナ
対策に配慮しながら、公共施設での臨時窓口
を設置する準備をしている。

公民館や日数を検討
　参議院選挙の期日前投票は3960人、その
うち、ほのぼの湯の投票者数は161人。今後は
公民館での実施や開設日数等も含め検討する。

期日前投票所を増やせ
　令和元年7月の参議院選挙の投票率は、3
年前より10%以上も低い46.76%だった。
期日前投票所を公民館、スーパー等に増やす
考えは。

令和元年9月会議  北川　悦子
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一
般
質
問
（
12
月
10
日
・
11
日
）10

人
が
登
壇

題
字
　
上
野
雅
子
さ
ん（
西
荒
屋
）

質
問
と
答
弁
の
詳
細
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
↓
議
会
↓
議
会
録
画
中
継
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
町
政
全
般
に
わ
た
り
、
そ
の
執
行
状
況
ま
た
は
将
来
の

方
針
、政
策
的
提
言
や
行
政
へ
の
批
判
な
ど
を
執
行
機
関
に
直
接
問
う
も
の
で
す
。

夷
い

藤
とう

　　満
みつる

� ……………………………… 8
・町の情報発信にどの様に取り組んでいるのか
・知名度を上げるためには、何が必要だと思いますか

恩
おん

道
どう

　正
まさ

博
ひろ

� ……………………………… 9
・学校給食費の支援について
・蛍光灯照明器具のLED化推進について その他1問

土
つち

屋
や

　克
かつ

之
ゆき

� …………………………… 10
・町営住宅の連帯保証人について
・道の駅の防災拠点化と指定管理者基本協定書の見直しについて

北
きた

川
がわ

　悦
えつ

子
こ

� …………………………… 11
・子育て支援を（医療費自己負担なしに。少人数学級を）
・新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金の活用
 その他2問

小
こ

谷
たに

　一
かず

也
や

� …………………………… 12
・水辺空間の構造改革特別区域認定
・屋内公園の設置

西
にし

尾
お

　雄
ゆう

次
じ

� …………………………… 13
・子ども医療費助成の完全無料化実現を
・広報紙掲載の電話番号には市外局番も記載を

磯
いそ

貝
がい

　幸
ゆき

博
ひろ

� …………………………… 14
・通学定期券購入費補助制度を設けよ
・校務支援システムについて問う その他1問

清
し

水
みず

　文
ふみ

雄
お

� …………………………… 15
・町の指定管理者や業務委託業者に対する町の監督及び管理体制
について
・町の水道事業について その他1問

米
よね

田
だ

　一
かず

香
か

� …………………………… 16
・ベーシックサービスの展開やヒートショック対策を含む健康支援
・労働力人口の変化と今後の対応 その他2問

七
しち

田
だ

　満
みつ

男
お

� …………………………… 17
・新型コロナウイルス感染症の長期化を見据えた商工業支援につ
いて
・行政でのデジタル化について その他1問

はるこ
7歳　♀

キャバリア
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町
の
情
報
発
信
に
ど
の

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
か
。

 

町
で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
活
用
し
た
情
報
発
信
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
特
に
観

光
分
野
で
は
、
地
域
お
こ
し

協
力
隊
員
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
使

い
町
の
魅
力
発
信
を
行
な
っ

て
い
る
。
内
灘
海
岸
、
特
産

品
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス
、

総
合
公
園
な
ど
の
紹
介
動
画

を
町
公
式
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
チ

ャ
ン
ネ
ル
に
投
稿
し
て
い
る
。  

今
ま
で
に
町
で
観
光
大

使
、
広
報
大
使
や
Ｐ
Ｒ
大
使

な
ど
に
任
命
し
た
人
は
い
る

か
。
任
命
す
る
に
は
、
条
例

な
ど
の
整
備
が
必
要
に
な
る

と
思
う
が
、
町
の
考
え
は
。

 

現
在
、
任
命
は
な
い
。

　
任
命
に
関
し
て
は
、
条
例

で
は
な
く
要
綱
を
制
定
し
て

い
る
自
治
体
が
多
く
、
本
町

も
ゆ
か
り
の
あ
る
方
を
任
命

す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
要
綱

を
制
定
し
た
い
。

 

町
に
ゆ
か
り
の
あ
る
著

名
人
や
プ
ロ
の
方
を
調
べ
た

と
こ
ろ
、
千
葉
ロ
ッ
テ
マ
リ

ー
ン
ズ
で
投
手
と
し
て
活
躍

す
る
当
町
出
身
の
岩い

わ

下し
た

大だ
い

輝き

さ
ん
が
お
ら
れ
る
。
ぜ
ひ
、

町
の
情
報
発
信
や
知
名
度
を

上
げ
る
た
め
に
ご
協
力
い
た

だ
き
、
広
報
活
動
や
Ｐ
Ｒ
戦

略
に
力
を
貸
し
て
い
た
だ
く

の
は
ど
う
か
。
内
灘
町
初
の

大
使
に
任
命
し
、
イ
ベ
ン
ト

や
広
報
・
Ｐ
Ｒ
活
動
に
繋
げ

る
考
え
は
な
い
か
。

 

岩
下
選
手
は
、
現
在
ま

さ
し
く
プ
ロ
野
球
界
の
第
一

線
で
活
躍
さ
れ
て
お
り
、
ま

た
、
本
町
に
大
変
ゆ
か
り
の

あ
る
方
だ
。

　
国
内
外
で
活
躍
す
る
著
名

な
方
に
町
の
魅
力
を
広
く
発

信
し
て
い
た
だ
く
こ
と
は
、

町
の
Ｐ
Ｒ
に
大
変
有
効
な
手

段
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
ず
は
本
人
の
意
思
を
確

認
し
、
承
諾
を
い
た
だ
け
れ

ば
、
任
命
に
向
け
準
備
を
進

め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問答

問答

問

答

観光大使で町の情報発信を

夷
い

藤
とう

　　満
みつる

町長　準備を進めたい

岩下大輝さんは内灘エンゼルス出身
（写真は現在の内灘エンゼルスのみなさん）

お正月向けに凧の会紹介動画を制作
（左端：地域おこし協力隊員きんちゃん）

はまなすちゃん

一
般
質
問
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就
学
援
助
制
度
で
は
経

済
的
に
困
難
な
家
庭
に
対
し
、

保
護
者
の
負
担
軽
減
に
向
け
、

学
用
品
費
や
給
食
費
援
助
等

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
こ
の

制
度
で
は
給
食
費
の
約
60
％

が
援
助
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

割
合
を
80
％
に
引
き
上
げ
、

負
担
軽
減
を
図
る
べ
き
だ
。

　
ま
た
、
小
中
学
校
に
同
時

に
３
人
以
上
の
児
童
生
徒
が

通
う
多
子
世
帯
に
対
し
、
３

人
目
か
ら
は
年
長
の
児
童
生

徒
の
給
食
費
を
無
償
化
せ
よ
。  

経
済
的
に
困
難
な
家
庭

に
対
し
、
就
学
援
助
費
と
し

て
、
学
用
品
費
、
修
学
旅
行

費
、
校
外
活
動
費
な
ど
を
支

給
し
て
い
る
。
給
食
費
の
支

給
割
合
は
、
今
後
、
県
内
市

町
の
支
給
率
の
状
況
を
踏
ま

え
、
支
援
の
拡
充
を
検
討
し

た
い
。

　
な
お
、
多
子
世
帯
へ
の
給

食
費
助
成
は
、
子
育
て
支
援

や
定
住
促
進
の
観
点
か
ら
重

要
な
施
策
の
一
つ
で
あ
り
、

実
施
に
向
け
て
検
討
す
る
。

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
で
省
エ
ネ
推
進
を

 

庁
舎
内
の
蛍
光
灯
器
具

の
台
数
及
び
故
障
や
球
替
え

等
の
現
状
を
問
う
。

　
蛍
光
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
し
て

10
年
間
の
比
較
で
は
、
電
気

料
金
が
約
２
４
０
万
円
、
二

酸
化
炭
素
の
排
出
量
が
約
70

ト
ン
削
減
、
ま
た
夏
場
の
冷

房
負
荷
の
低
減
に
な
る
。

　
庁
舎
内
蛍
光
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
は
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
及
び

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
削

減
に
繋
が
る
こ
と
か
ら
、
計

画
的
に
推
進
す
べ
き
だ
。

 

庁
舎
内
の
蛍
光
灯
器
具

は
約
２
４
０
０
台
。
過
去
５

年
間
で
、
器
具
の
故
障
が
21

台
、
蛍
光
灯
の
交
換
は
約
１

３
０
０
本
で
、
年
平
均
で
は

約
２
６
０
本
と
な
る
。

　
町
は
、
地
球
温
暖
化
対
策

実
行
計
画
を
策
定
し
、
温
室

効
果
ガ
ス
排
出
量
の
削
減
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

　
蛍
光
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
は
、

最
も
数
が
多
く
、
使
用
頻
度

の
高
い
執
務
室
か
ら
計
画
的

に
交
換
を
進
め
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

 

※
国
営
総
合
農
地
防
災

事
業
で
は
、
防
潮
水
門
が
上

流
に
２
７
０
メ
ー
ト
ル
移
設

す
る
が
地
下
水
の
塩
水
化
は
。

 

地
下
水
位
・
塩
化
物
イ

オ
ン
濃
度
を
調
査
し
て
お
り
、

引
き
続
き
監
視
し
て
い
く
。

問

答

問

答

問答

LED化で電気料金の削減へ

みんなでおいしく食べる学校給食

多子世帯の給食費を支援せよ
実施に向けて検討する　町長

恩
おん

道
どう

　正
まさ

博
ひろ

※ 

国
営
総
合
農
地
防
災
事

業﹁
河
北
潟
周
辺
地
区
﹂

　
排
水
機
場
、幹
線
排
水

路
の
改
修
と
防
潮
水
門
の

耐
震
化
対
策
を
行
な
う
こ

と
で
、湛
水
被
害
の
軽
減

を
図
り
農
業
経
営
の
安
定

化
、併
せ
て
国
土
の
保
全

を
目
指
す
。

　
令
和
元
年
度
か
ら
令
和

13
年
度
ま
で
の
13
年
間
の

工
期
で
総
事
業
費
約
３
９

０
億
円
。

　
主
な
工
事
は
、防
潮
水

門
新
設
改
修
、干
拓
地
及

び
河
北
潟
沿
岸
部
の
湛
水

対
策
と
し
て
排
水
機
場
９

カ
所
の
新
設
改
修
及
び
幹

線
排
水
路
３
・
２
キ
ロ
と

西
部
承
水
路
放
流
工
の
改

修
等
。

一
般
質
問
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国
土
交
通
省
の
調
査
で

は
、
２
割
に
当
た
る
自
治
体

か
ら
、
希
望
者
が
連
帯
保
証

人
を
確
保
で
き
ず
に
入
居
を

拒
ま
れ
た
り
、
諦
め
た
り
し

た
事
例
が
あ
っ
た
と
回
答
が

あ
っ
た
。
身
寄
り
の
な
い
独

り
暮
ら
し
の
高
齢
者
が
増
え

て
い
る
こ
と
が
背
景
だ
。

　
白
帆
台
の
町
営
住
宅
５
棟

10
戸
が
令
和
２
年
度
中
に
完

成
す
る
今
、
町
営
住
宅
入
居

条
件
の
連
帯
保
証
人
確
保
を

見
直
す
考
え
は
な
い
か
。

 

民
間
保
証
会
社
を
連
帯

保
証
人
と
し
て
追
加
す
る
こ

と
は
、
利
用
者
の
負
担
軽
減

に
繋
が
る
も
の
と
考
え
て
お

り
、
条
例
改
正
に
向
け
て
準

備
を
進
め
る
。

 

町
内
の
県
営
住
宅
で
単

身
入
居
希
望
者
の
た
め
の
戸

数
は
足
り
て
い
く
の
か
。

 

建
て
替
え
を
進
め
て
い

る
県
で
は
、
計
画
し
て
い
る

と
聞
い
て
い
る
。

道
の
駅
の
防
災
拠
点
化

 

い
ざ
と
い
う
と
き
は
、

避
難
所
の
３
密
回
避
の
た
め

分
散
避
難
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
状
況
下
な
の
で
、
道

の
駅
内
灘
サ
ン
セ
ッ
ト
パ
ー

ク
の
防
災
機
能
の
強
化
は
必

要
だ
。

　
国
土
交
通
省
の
今
後
取
り

組
む
指
針
に
も
あ
る
が
、
防

災
機
能
を
整
備
、
強
化
す
る

考
え
は
な
い
か
。

 

現
在
の
と
こ
ろ
考
え
て

な
い
。

 

一
般
の
利
用
者
の
利
便

性
を
向
上
す
る
た
め
に
も
、

店
舗
入
口
の
急
な
階
段
や
医

科
大
通
り
か
ら
直
接
、
車
が

入
れ
な
い
な
ど
の
問
題
点
を

解
消
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
が
、
そ
の
よ
う
な
計
画

は
な
い
か
。

 

施
設
の
問
題
点
は
、
町

と
し
て
も
認
識
し
て
い
る
。

今
後
、
利
用
者
の
利
便
性
及

び
安
全
性
を
考
慮
し
、
検
討

し
て
い
く
。

問

答問答

問答

問答

町営住宅入居条件の連帯保証人見直しを

土
つち

屋
や

　克
かつ

之
ゆき

町長　条例改正に向けて準備を進める

大通りから入れない道の駅

白帆台の町営住宅

風車おじいちゃん

一
般
質
問
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子
ど
も
の
医
療
費
を
就

学
か
ら
高
校
卒
業
ま
で
負
担

額
を
な
く
し
た
場
合
、
い
く

ら
必
要
か
。

 

自
己
負
担
を
撤
廃
し
た

場
合
、
試
算
で
約
１
１
０
０

万
円
の
費
用
が
か
か
る
。

 
自
己
負
担
の
あ
る
と
こ

ろ
は
、
内
灘
、
金
沢
、
津
幡
、

野
々
市
。
完
全
無
料
化
を
。

 

今
後
検
討
す
る
。

 

来
年
度
の
小
学
校
学
級

編
制
は
ど
う
な
る
の
か
。
１
、

２
年
生
は
30
人
以
下
学
級
を

守
っ
て
ほ
し
い
。

 

白
帆
台
小
学
校
で
は
、

１
年
生
が
69
名
、
２
年
生
が

66
名
に
な
る
が
、
学
校
長
と

協
議
の
上
、
２
ク
ラ
ス
編
制

を
予
定
し
て
い
る
。

　
そ
の
た
め
、
ク
ラ
ス
担
任

以
外
に
も
生
徒
指
導
加
配
教

員
、
特
別
支
援
教
育
支
援
員

を
増
員
す
る
。

コ
ロ
ナ
対
策
臨
時
交
付
金

 

コ
ロ
ナ
対
策
の
地
方
創

生
臨
時
交
付
金
の
第
１
次
、

２
次
の
合
計
額
を
問
う
。

 

４
億
６
５
９
７
万
６
０

０
０
円
の
交
付
決
定
を
受
け

て
い
る
。

 
残
額
分
は
年
度
内
に
実

施
計
画
書
を
提
出
す
る
必
要

が
あ
る
。
決
定
を
受
け
た
臨

時
交
付
金
と
同
額
の
実
施
計

画
を
進
め
て
い
る
か
。
ま
だ

他
の
施
策
は
可
能
か
。

 

計
画
書
掲
載
事
業
の
一

部
は
、
ま
だ
予
算
化
し
て
い

な
い
。
今
後
、
国
か
ら
３
次

配
分
も
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　
コ
ロ
ナ
対
策
は
、
町
民
の

ニ
ー
ズ
に
即
し
た
有
効
か
つ

効
果
的
な
事
業
を
全
庁
を
挙

げ
て
検
討
し
て
い
る
。

 

工
事
額
が
低
額
か
ら
の

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
制
度
を
延

長
で
き
な
い
か
。

 

実
施
は
予
定
し
て
な
い
。

そ
の
他
の
質
問

 

町
独
自
で
補
聴
器
購
入

助
成
の
制
度
化
か
、
保
険
適

用
等
の
公
的
支
援
が
必
要
だ
。

 

加
齢
に
よ
る
身
体
機
能

低
下
は
誰
に
で
も
起
こ
り
得

る
こ
と
か
ら
考
え
て
い
な
い
。

 

道
路
の
白
線
や
標
示
が

見
え
な
く
な
っ
て
い
る
。
学

校
や
保
育
所
周
辺
を
重
点
に

点
検
し
て
ほ
し
い
。

 

現
場
状
況
を
確
認
の
上
、

優
先
度
を
考
慮
し
た
復
旧
や

公
安
委
員
会
と
の
協
議
を
行

な
っ
て
い
る
。

問答問答

問答

問答問

答問答

問答問答

交付金で購入したAI体温検知カメラ

雪の中を元気に登校する子どもたち

子どもの医療費完全無料に
今後検討する　町長

北
きた

川
がわ

　悦
えつ

子
こ

一
般
質
問
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町
長
は
次
期
の
公
約
と

し
て
﹁
内
灘
海
岸
の
賑
わ
い

創
出
の
具
現
化
﹂、﹁
内
灘
海

岸
整
備
計
画
の
策
定
﹂
を
掲

げ
て
い
る
。

　
今
、
※
構
造
改
革
特
別
区

域
を
申
請
し
、
民
間
事
業
者

の
力
を
借
り
る
こ
と
に
よ
り
、

内
灘
海
岸
一
帯
の
整
備
及
び

賑
わ
い
に
拍
車
が
か
か
る
の

で
は
な
い
の
か
。
内
灘
海
岸

と
放
水
路
の
区
域
を
水
辺
空

間
特
区
と
し
て
申
請
し
、
規

制
緩
和
を
図
れ
。

 

こ
れ
ま
で
関
係
機
関
と

協
議
を
行
な
っ
て
き
た
が
、

海
岸
や
河
川
の
活
用
は
、
そ

の
使
用
や
管
理
な
ど
、
規
制

緩
和
に
よ
っ
て
生
じ
る
様
々

な
弊
害
も
考
え
ら
れ
る
た
め

慎
重
な
検
討
が
必
要
で
、
調

整
が
難
航
し
て
い
る
状
況
だ
。

　
特
区
申
請
は
、
民
間
事
業

者
が
参
入
し
や
す
い
環
境
の

整
備
、
ま
た
、
各
種
課
題
の

解
決
に
向
け
た
有
効
な
事
業

手
法
の
一
つ
と
し
て
、
今
後

も
調
査
研
究
し
て
い
く
。

屋
内
公
園
の
設
置

 

平
成
16
年
９
月
議
会
で

﹁
町
温
水
プ
ー
ル
に
併
設
し

た
屋
内
公
園
を
設
置
せ
よ
﹂

と
質
問
を
し
た
。

　
現
在
、
加
賀
市
や
金
沢
市

に
同
様
の
施
設
が
あ
り
、
大

変
好
評
で
あ
る
。
金
沢
市
を

中
心
と
し
た
地
域
は
雨
の
日

が
多
く
、
冬
は
雪
も
降
り
、

晴
れ
の
少
な
い
土
地
で
あ
り
、

家
に
閉
じ
こ
も
る
こ
と
も
多

く
な
る
。
こ
の
よ
う
な
地
だ

か
ら
こ
そ
屋
内
公
園
が
求
め

ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

 

現
在
、
整
備
を
進
め
て

い
る
内
灘
町
総
合
公
園
の
第

３
次
拡
張
事
業
で
は
、
屋
内

公
園
施
設
は
計
画
さ
れ
て
い

な
い
。

　
今
後
、
社
会
情
勢
の
変
化

や
住
民
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
な

ど
に
よ
り
、
既
存
施
設
も
含

め
た
計
画
見
直
し
が
必
要
と

な
れ
ば
、
施
設
整
備
の
事
業

費
や
国
交
付
金
の
有
無
な
ど

情
報
収
集
に
努
め
た
い
。

問

答

問

答

水辺空間の特区認定申請を

小
こ

谷
たに

　一
かず

也
や

町長　調査研究していく

かがにこにこパーク

令和3年内灘町出初式の一斉放水（放水路右岸）

※
構
造
改
革
特
別
区
域

　
地
方
公
共
団
体
が
当
該

地
域
の
活
性
化
を
図
る
た

め
に
自
発
的
に
設
定
す
る

区
域
。

　
経
済
の
活
性
化
の
た
め

の
規
制
改
革
で
、地
方
公

共
団
体
は
民
間
事
業
者
の

参
入
に
よ
り
、地
域
特
性

に
応
じ
た
規
制
の
特
例
を

導
入
す
る
。

一
般
質
問
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人
口
減
少
が
進
む
昨
今

の
市
町
村
で
は
子
育
て
環
境

の
充
実
は
、
自
治
体
の
魅
力

度
を
上
げ
、
ま
た
、
自
治
体

間
の
定
住
者
獲
得
競
争
で
も

政
策
の
重
要
な
要
素
に
な
っ

て
い
る
。

　
子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業

で
自
己
負
担
制
度
を
と
っ
て

い
る
の
は
、
県
内
19
市
町
で

は
本
町
な
ど
４
市
町
の
み
だ
。

積
極
的
な
子
育
て
支
援
策
を

展
開
す
る
た
め
も
早
急
に
完

全
無
料
化
を
図
る
べ
き
だ
。

 

子
育
て
支
援
の
充
実
は
、

定
住
促
進
や
少
子
化
対
策
に

繋
が
る
大
変
重
要
な
施
策
だ
。

　
町
で
は
﹁
す
べ
て
の
親
が

安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育

て
、
子
ど
も
が
健
や
か
に
成

長
で
き
る
町
づ
く
り
﹂
を
実

現
す
る
た
め
、
令
和
元
年
度

に
第
２
期
子
ど
も
子
育
て
支

援
事
業
計
画
を
策
定
し
て
取

り
組
ん
で
い
る
。

　
子
ど
も
医
療
費
完
全
無
料

化
は
財
政
状
況
を
踏
ま
え
、

今
後
前
向
き
に
検
討
す
る
。

市
外
局
番
の
記
載

 

令
和
２
年
版
の
総
務
省

情
報
通
信
白
書
で
は
、
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
の
世
帯
保
有
率

が
固
定
電
話
を
上
回
っ
た
。

　
固
定
電
話
と
違
い
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
で
は
、
市
外
局
番

か
ら
の
電
話
番
号
で
掛
け
な

い
と
通
話
で
き
な
い
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
町
広
報
を
は

じ
め
町
か
ら
町
民
向
け
の
お

知
ら
せ
に
記
さ
れ
て
い
る
電

話
番
号
に
は
、
時
代
に
合
わ

せ
て
市
外
局
番
か
ら
の
表
示

に
改
め
る
べ
き
だ
。

 

こ
れ
ま
で
町
広
報
紙
な

ど
は
読
み
や
す
さ
を
優
先
さ

せ
て
市
外
局
番
は
記
載
し
て

い
な
か
っ
た
。

　
し
か
し
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
の
利
用
者
が
増
え
て
い
る

こ
と
や
町
外
の
方
へ
の
定
住

促
進
な
ど
の
情
報
を
発
信
し

て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
今
後

は
市
外
局
番
の
記
載
を
進
め

て
い
き
た
い
。

問

答

問

答

市外局番入りに変わった広報うちなだ

内灘町子育て支援センターでの親子

子ども医療費の完全無料化を早急に
財政状況を踏まえ前向きに検討　町長

西
にし

尾
お

　雄
ゆう

次
じ

ウチナダ～３

一
般
質
問
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学
校
に
求
め
る
保
護
者

の
期
待
は
多
様
化
し
、
道
徳 

教
育
や
英
語
教
育
に
Ｇ
Ｉ
Ｇ

Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
な
ど
教
育

環
境
の
急
激
な
変
化
に
教
員

は
多
忙
を
極
め
て
い
る
。

　
校
務
の
効
率
化
を
進
め
、

教
員
の
負
担
を
軽
減
し
、
よ

り
質
の
高
い
教
育
の
提
供
が

可
能
と
な
る
校
務
支
援
シ
ス 

テ
ム
の
導
入
は
広
域
か
つ
一 

斉
導
入
が
望
ま
し
い
。

　
シ
ス
テ
ム
導
入
に
向
け
た

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
示
せ
。

 

校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
は

業
務
の
効
率
化
や
教
員
の
負 

担
軽
減
に
繋
が
る
た
め
、
子

ど
も
と
向
き
合
う
時
間
も
増

え
、
教
育
の
質
的
向
上
に
繋

が
る
。

　
令
和
元
年
度
よ
り
、
県
市

町
教
育
委
員
会
連
合
会
が
主 

体
と
な
り
シ
ス
テ
ム
導
入
に

向
け
協
議
を
重
ね
て
き
た
と

こ
ろ
だ
。
令
和
３
年
度
以
降

に
、
共
同
調
達
に
よ
る
本
格

稼
働
を
目
指
し
て
準
備
を
進

め
て
い
る
。

通
学
定
期
券
補
助

 

子
育
て
世
帯
か
ら
高
校

の
通
学
費
用
が
高
い
、
重
い

と
い
う
声
を
聞
く
こ
と
が
増

え
て
き
た
。

　
近
隣
地
域
と
比
較
し
て
も 

通
学
費
用
の
差
が
大
き
い
上

に
、
子
ど
も
の
数
に
比
し
て

そ
れ
は
積
み
上
が
る
。

　
住
み
良
い
内
灘
を
選
ん
で

良
か
っ
た
と
感
じ
ら
れ
る
よ 

う
、
定
住
促
進
の
面
か
ら 

も
通
学
定
期
券
購
入
費
用
補 

助
制
度
は
必
要
だ
。

　
導
入
へ
の
考
え
を
示
せ
。

 

ひ
と
り
親
家
庭
等
児
童 

奨
学
金
及
び
就
学
援
助
金
制 

度
を
設
け
、
高
校
生
に
は
通

学
費
助
成
も
含
め
月
額
５
０

０
０
円
を
支
給
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
で
も
平
成
30
年
度
か
ら
平 

日
朝
夕
に
通
勤
通
学
ラ
イ
ナ

ー
を
運
行
し
、
北
部
地
区
か

ら
の
北
陸
鉄
道
浅
野
川
線
利

用
者
の
利
便
性
向
上
を
図
る

な
ど
様
々
な
施
策
を
講
じ
て

お
り
、
定
期
券
購
入
補
助
は

考
え
て
い
な
い
。

そ
の
他
の
質
問

 

教
員
の
業
務
補
助
に
令 

和
３
年
度
も
ス
ク
ー
ル
・
サ

ポ
ー
ト
・
ス
タ
ッ
フ
制
度
を

継
続
せ
よ
。

 

教
育
支
援
に
極
め
て
有 

効
で
あ
り
、
令
和
３
年
度
も

引
き
続
き
配
置
す
る
考
え
だ
。

問

答

問

答

問答

校務支援システム導入のスケジュールは

磯
いそ

貝
がい

　幸
ゆき

博
ひろ

町長　令和３年度以降稼働で準備中

便利なコミュニティバス通勤通学ライナー

GIGAスクール構想に向け校内研修中の教職員

一
般
質
問
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北
陸
信
越
運
輸
局
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
法
令
違

反
と
し
て
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
委
託
事
業
者
へ
の
﹁
行

政
処
分
﹂
を
公
表
し
て
い
る
。

そ
の
経
緯
の
把
握
と
町
と
し

て
の
対
処
を
聞
く
。

　
ま
た
、﹁
行
政
処
分
﹂
と

い
う
極
め
て
重
大
な
事
項
が
、

議
会
へ
報
告
さ
れ
て
い
な
い
。

 
８
月
31
日
に
監
査
実
施
、

10
月
２
日
に
﹁
行
政
処
分
﹂

と
な
っ
た
。点
呼
の
実
施
、記

録
と
運
転
基
準
図
の
３
点
で

記
載
不
備
が
確
認
さ
れ
、﹁
文

書
警
告
﹂
と
な
っ
た
。
町
は

指
導
文
書
を
発
出
し
、
改
善

と
対
策
措
置
を
確
認
。

　
議
会
へ
の
報
告
は
、
最
終

的
な
結
果
が
出
て
な
い
状
況

で
遅
れ
た
。

 

町
と
指
定
管
理
者
や
業

務
委
託
事
業
者
へ
の
苦
情
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
せ
よ
。

 

今
後
逐
一
公
表
し
た
い
。

自
己
水
の
確
保

 

町
水
道
水
は
県
水
と
金

沢
市
水
に
依
存
し
て
い
る
。

　
災
害
時
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

の
確
保
は
重
要
だ
。
自
己
水

確
保
の
町
の
考
え
は
。

 
災
害
時
の
水
道
水
は
約

10
日
分
を
確
保
し
て
い
る
。

　
自
己
水
確
保
は
平
成
30
年

度
に
向
陽
台
配
水
場
に
試
験

井
戸
を
掘
り
水
質
検
査
と
概

算
費
用
等
の
検
討
を
し
た
。

　
自
己
水
の
浄
水
単
価
は
、

１
ト
ン
当
た
り
約
１
２
０
円
、

県
水
99
円
と
20
円
程
度
高
く

な
る
た
め
、
貯
水
で
の
対
応

な
ど
様
々
な
観
点
か
ら
調
査

研
究
し
た
い
。

 

町
長
は
、
地
盤
沈
下
な

ど
は
大
丈
夫
と
公
言
し
て
い

る
が
、
そ
の
根
拠
は
。

 

県
地
下
水
保
全
対
策
調

査
報
告
書
に
よ
る
※
水
準
測

量
結
果
や
消
雪
井
戸
管
理
者

か
ら
の
月
別
揚よ

う

水す
い

量
報
告
等

に
よ
り
監
視
し
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

 

河
北
郡
市
広
域
事
務
組

合
負
担
金
約
３
億
５
０
０
万

円
は
、
新
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
移
行
後
ど
う
な
る
か
。

 

令
和
５
年
度
よ
り
新
セ

ン
タ
ー
が
稼
働
し
、
維
持
管

理
費
が
削
減
さ
れ
負
担
額
は

下
が
る
見
込
み
だ
。

問答

問答

問答

問答

問答

飲料水は約10日分を町内に分散確保

コミュニティバスの安全な運行を求める

行政処分の報告が議会にない
最終的な結果が出てない状況で遅れた　都市整備部長

清
し

水
みず

　文
ふみ

雄
お

※
水
準
測
量

　
地
上
の
２
点
間
の
高
低

差
や
任
意
の
地
点
の
標
高

を
求
め
る
測
量
の
こ
と
。

専
用
の
望
遠
鏡
で
目
盛
り

の
つ
い
た
棒
を
読
み
取
る
。

一
般
質
問
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※
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
は

12
月
か
ら
２
月
に
特
に
発
生

し
や
す
く
、
多
く
は
65
歳
以

上
の
高
齢
者
だ
。
救
急
搬
送

の
件
数
を
踏
ま
え
、
対
策
の

必
要
性
の
認
識
は
。

 

令
和
元
年
中
に
疑
わ
れ

た
搬
送
は
７
件
、
全
て
高
齢

者
で
、
う
ち
３
名
が
亡
く
な

ら
れ
て
い
る
。
発
生
場
所
は
、

い
ず
れ
も
浴
室
や
ト
イ
レ
だ

っ
た
。
予
防
が
大
変
重
要
と

認
識
し
て
い
る
。

 

町
民
へ
の
情
報
提
供
は
。

 

消
防
本
部
で
は
、
助

か
る
は
ず
の
命
を
守
る
べ
く
、

救
急
講
習
会
な
ど
を
通
し
、

急
激
な
温
度
変
化
を
軽
減
す

る
た
め
暖
房
器
具
を
使
用
す

る
、
入
浴
前
に
家
族
に
一
声

か
け
る
、
飲
酒
後
の
入
浴
は

控
え
る
、ま
た
、高
血
圧
な
ど

は
リ
ス
ク
と
な
る
基
礎
疾
患

で
あ
り
、
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

を
分
か
り
や
す
く
伝
え
、
注

意
喚
起
を
行
な
っ
て
い
る
。

高
齢
者
の
就
労
・
活
動
支
援

 

町
内
で
、
高
齢
者
の
活

躍
の
現
状
は
。

 

令
和
元
年
度
末
の
町
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員

数
は
約
１
９
０
名
。
ふ
れ
あ

い
い
き
い
き
サ
ロ
ン
や
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
隊
な
ど
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
団
体
登
録
者
は

約
８
０
０
名
。
平
成
27
年
国

勢
調
査
で
、
町
内
事
業
所
就

労
者
は
約
７
５
０
名
。
就
労

や
地
域
活
動
な
ど
様
々
な
分

野
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
。

 

例
え
ば
、
高
齢
者
が
就

労
・
利
用
す
る
事
業
所
の
安

全
対
策
や
負
担
を
減
ら
す
機

器
導
入
へ
の
助
成
な
ど
、
コ

ロ
ナ
禍
の
景
気
支
援
策
と
健

康
施
策
を
組
み
合
わ
せ
て
は

ど
う
か
。
高
齢
者
が
意
欲
的

に
安
心
し
て
就
労
や
活
動
が

で
き
る
環
境
整
備
が
必
要
だ
。

 

元
気
で
働
く
意
欲
あ
る

高
齢
者
は
地
域
社
会
を
支
え

る
貴
重
な
戦
力
だ
。
助
成
制

度
は
今
後
、
調
査
研
究
す
る
。

そ
の
他
の
質
問

 

行
政
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の

対
応
で
、
今
後
機
械
で
代
替

で
き
る
業
務
内
容
や
割
合
は
。

 

現
在
の
と
こ
ろ
正
確
に

把
握
で
き
て
い
な
い
。

 

※
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
導

入
を
含
め
、
利
用
者
目
線
で

町
情
報
提
供
の
環
境
整
備
を
。

 

最
新
技
術
を
活
用
し
た

環
境
整
備
に
力
を
入
れ
て
い

く
必
要
性
を
認
識
し
て
お
り
、

し
っ
か
り
検
討
す
る
。

問答

問答

問答

問答

問答問答

ヒートショック対策の必要性は

米
よね

田
だ

　一
かず

香
か

消防長　予防が重要と認識している

生きがいある就労や活動で健康寿命延伸
（町シルバー人材センターのようす）

脱衣所など急激な温度変化に注意

※
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク

　
急
激
な
温
度
の
変
化
に

よ
り
血
圧
が
変
動
し
て
引

き
起
こ
さ
れ
る
健
康
被
害
。

※
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介

し
て
人
が
会
話
す
る﹁
チ

ャ
ッ
ト
﹂と﹁
ロ
ボ
ッ
ト
﹂と

い
う
言
葉
を
組
み
合
わ
せ

た
造
語
。近
年
は
Ａ
Ｉ
が

活
用
さ
れ
て
お
り
、導
入

で
業
務
負
担
減
と
経
費
削

減
に
繋
が
り
、利
用
者
は

適
切
な
回
答
や
説
明
を
よ

り
速
く
、気
軽
に
得
る
こ

と
が
可
能
に
な
る
。

一
般
質
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コ
ロ
ナ
禍
で
の
町
独
自

の
経
済
支
援
対
策
の
成
果
は
。

 

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業

１
億
３
６
０
０
万
円
、
プ
レ

ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業
１
億

３
２
０
０
万
円
、
地
域
応
援

ク
ー
ポ
ン
券
事
業
３
３
６
０

万
円
、
ポ
イ
ン
ト
10
倍
セ
ー

ル
２
８
８
０
万
円
の
経
済
効

果
を
見
込
む
。

 

事
業
者
が
求
め
て
い
る

経
済
支
援
対
策
を
行
な
う
こ

と
が
有
効
だ
。
長
期
化
を
見

据
え
て
ニ
ー
ズ
調
査
を
実
施

す
る
考
え
は
。

 

今
後
も
町
商
工
会
と
協

力
し
、
事
業
者
の
実
態
把
握

に
努
め
る
。

 

今
後
も
事
業
者
は
経
営

が
厳
し
い
状
況
が
続
く
。
支

援
の
継
続
と
新
た
な
経
済
対

策
が
必
要
だ
。
町
の
見
識
は
。

 

国
や
県
の
動
向
を
見
据

え
、
町
商
工
会
と
連
携
し
な

が
ら
経
済
対
策
に
取
り
組
む
。

デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進

 

デ
ジ
タ
ル
化
が
目
指
す

べ
き
は
、
利
用
者
フ
ァ
ー
ス

ト
で
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も

各
種
の
申
請
が
で
き
、
そ
の

結
果
、
業
務
の
効
率
化
や
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
に
な
る
。

町
の
考
え
は
。

 
加
速
す
る
人
口
減
少
社

会
で
は
、
Ａ
Ｉ
や
※
Ｒ
Ｐ
Ａ

な
ど
の
最
新
技
術
を
導
入
し
、

行
政
手
続
き
の
業
務
効
率
化

を
図
る
こ
と
は
大
変
有
効
な

手
段
と
考
え
て
い
る
。

 

今
後
、
行
政
デ
ジ
タ
ル

化
の
具
体
的
な
取
り
組
み
は
。

 

国
の
デ
ジ
タ
ル
庁
創
設

に
基
づ
き
、
効
果
的
な
シ
ス

テ
ム
の
導
入
を
検
討
し
た
い
。

 

電
子
入
札
や
電
子
申
請

の
実
施
は
。

 

電
子
入
札
は
補
正
予
算

に
計
上
し
て
お
り
、
電
子
申

請
は
国
の
補
助
金
等
も
注
視

し
考
え
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

 

捺
印
や
押
印
廃
止
の
町

の
方
針
を
聞
く
。

 

町
独
自
の
申
請
書
等
の

押
印
は
、
原
則
廃
止
の
方
向

で
進
め
た
い
。

問答問

答問答

問答

問答問答

問答

町でもスピード感ある対応が求められる

有効期限は2月28日　お早目に！

コロナ禍！更なる経済支援を
動向を見据え取り組む　都市整備部担当部長

七
しち

田
だ

　満
みつ

男
お

※
Ｒ
Ｐ
Ａ

　
ロ
ボ
テ
ィ
ッ
ク
・
プ
ロ

セ
ス
・
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ

ン
の
略
。人
間
が
行
な
っ

て
き
た
定
型
的
な
パ
ソ
コ

ン
操
作
を
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア

の
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
り
自
動

化
す
る
も
の
。

一
般
質
問
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1部あたりの単価は39.06円です。

発
　
行
：
内
灘
町
議
会
	
責
任
者
：
議
長
　
中
川
　
達

〒
920-0292　

 石
川
県
河
北
郡
内
灘
町
字
大
学
1丁
目
2‐
1

 076-286-6715　
 FA
X
076-286-6711

川か
わ

本も
と 

恵え

都つ

子こ

さ
ん
・
得と

く

田だ 

ゆ
た
か
さ
ん

ひ
ま
わ
り
ポ
ン
ポ
ン�

千
鳥
台
４

①
川
本
：
手
作
り
ケ
ー
キ
と
こ
だ
わ
り

カ
レ
ー
の
店
で
す
。全
て“
グ
ル
テ
ン

フ
リ
ー
”
で
小
麦
粉
の
代
わ
り
に
米

粉
を
用
い
、
カ
レ
ー
は
無
農
薬
玄
米

と
提
供
し
て
い
ま
す
。

●
ス
イ
ー
ツ
部
門
は
パ
テ
ィ
シ
エ
の
お

父
様
が
担
当
で
す
ね
、お
す
す
め
は
？

　
得
田
：
今
な
ら
純
正
チ
ョ
コ
を
沢
山

使
っ
た
ガ
ト
ー
シ
ョ
コ
ラ
を
味
わ
っ

て
ほ
し
い
で
す
。

②
内
灘
ロ
ー
ル
・
内
灘
ミ
ル
ク
サ
ブ
レ

な
ど
沢
山
あ
り
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
レ

ン
ド
の
内
灘
ビ
ー
チ
ソ
フ
ト
は
コ
ー

ン
も
好
評
で
す
。

③
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
等
で
小
麦
粉
を
使

用
し
な
い
方
針
な
の
で
、
サ
ブ
レ
な

ど
の
サ
ク
サ
ク
感
を
出
す
の
に
試
行

錯
誤
し
ま
し
た
。

④
川
本
：
美
味
し
い
も
の
を
食
べ
に
ド

ラ
イ
ブ
で
す
。

　
得
田
：
若
い
頃
は
山
登
り
を
楽
し
み
、

そ
れ
が
今
の
体
力
の
源
。
今
は
店
で

使
用
す
る
野
菜
作
り
や
、
仕
込
み
を

し
て
い
ま
す
。

⑤
タ
ン
ド
リ
ー
チ
キ
ン
カ
レ
ー
、
能
登

豚
ソ
ー
セ
ー
ジ
カ
レ
ー
で
す
。

⑥
商
工
業
が
活
発
で
地
域
で
全
て
そ
ろ

う
町
。

⑦
コ
ロ
ナ
収
束
後
は
県
内
外
か
ら
集
客

で
き
る
よ
う
、
内
灘
海
岸
を
活
気
あ

る
も
の
に
、
金
沢
港
か
ら
の
バ
ス
な

ど
仕
組
み
づ
く
り
を
期
待
し
ま
す
。

北き
た

本も
と 

勝か
つ

昭あ
き

さ
ん

は
づ
貴�

鶴
ヶ
丘
４

①
和
食
と
カ
レ
ー
の
お
店
で
す
。
20
年

間
、
変
わ
る
こ
と
の
な
い
母
直
伝
の

カ
レ
ー
が
自
慢
の
一
品
で
す
。

②「
は
づ
貴
の
カ
レ
ー
」
で
す
。
レ
ン
ジ

で
簡
単
加
熱
O
K
・
レ
ト
ル
ト
タ
イ

プ
も
あ
り
ま
す
。

③
レ
ト
ル
ト
タ
イ
プ
の
開
発
で
は「
お

店
の
味
」
に
限
り
な
く
近
づ
け
る
と

い
う
目
標
設
定
に
し
た
の
で
再
現
に

苦
労
し
ま
し
た
。

④
な
ん
に
も
考
え
ず
、
自
分
の
時
間
を

楽
し
ん
で
い
ま
す
。（
笑
）

⑤
野
菜
カ
レ
ー
で
す
。

⑥
コ
ロ
ナ
禍
前
の
よ
う
な
、何
気
な
い
町
。

⑦
内
灘
海
水
浴
場
と
い
う
素
晴
ら
し
い

観
光
資
源
を
も
っ
と
活
か
し
て
欲
し

い
で
す
。

活
力
あ
る
町
づ
く
り
に
欠
か
せ
な
い
商
工
業
の
皆

様
に
エ
ー
ル
を
送
り
ま
す
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー�

米
田 

一
香

質
問
項
目

①
何
屋
さ
ん
で
す
か
？
自
慢

の
一
品
は
？

②
ミ
ル
ク
王
国
の
商
品
名
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

③
商
品
開
発
の
ご
苦
労
や

お
す
す
め
ポ
イ
ン
ト
な
ど
。

④
休
日
の
過
ご
し
方
は
？

⑤
テ
イ
ク
ア
ウ
ト「
内
灘

エ
ー
ル
飯
」を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

⑥
理
想
の
町
は
ど
ん
な
町
？

⑦
町
へ
望
む
こ
と
。

コ
ロ
ナ
禍
、
大
き
な
打
撃

を
受
け
て
い
る
町
内
飲
食

店
の
皆
様
は
工
夫
を
こ
ら

し
感
染
対
策
に
気
を
配
り

な
が
ら
頑
張
っ
て
お
ら
れ

ま
す
。
今
回
は
そ
の
中
か

ら
、 

地
元
の
牛
乳
を
使
っ

た
オ
リ
ジ
ナ
ル
メ
ニ
ュ
ー

を
提
供
し
て
い
る「
ミ
ル

ク
王
国
の
店
」
の
２
店
舗

に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。 お店屋さんシリーズ ③

　

小
谷
一
也
議
員
（
55
歳
）
が
令
和
３
年

１
月
11
日
に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　

故
小
谷
一
也
氏
は
平
成
15
年
に
初
当
選
、

令
和
３
年
ま
で
２
期
５
年
７
カ
月
余
り
務

め
ら
れ
、
そ
の
間
、
開
発
特
別
委
員
長
、

決
算
特
別
委
員
長
、
総
務
産
業
建
設
常
任

委
員
長
な
ど
の
要
職
を
歴
任
さ
れ
、
地
方

自
治
の
進
展
と
本
町
の
発
展
の
た
め
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
会
広
報
対
策
特
別
委
員
と
し

て
、
心
の
こ
も
っ
た
紙
面
作
り
に
取
り
組

ま
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
、
心

か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、
1
月
会
議
（
1
月
20
日
）、
本

会
議
場
に
お
い
て
七
田
満
男
副
議
長
が
追

悼
の
言
葉
を
述
べ
た
後
、
全
員
で
黙
と
う

を
捧
げ
ま
し
た
。

　

小
谷
一
也
議
員
の
死
去
に
伴
い
、
総
務

産
業
建
設
常
任
委
員
長
に
南
守
雄
氏
が
互

選
さ
れ
、ま
た
、議
会
運
営
委
員
に
南
守
雄

氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
長

小こ

谷た
に

　
一か

ず

也や

　
議
員�

逝
去

広
報
対
策
特
別
委
員
会

　

委
員
長　

土
屋　

克
之

　

副
委
員
長　

米
田　

一
香

　

委　
　

員　

恩
道　

正
博

　

委　
　

員 

故�

小
谷　

一
也

　

委　
　

員　

西
尾　

雄
次

　

令
和
３
年
が
明
け
、
新
年
の

挨
拶
が
元
気
で
交
わ
せ
る
こ
と

が
、
ど
れ
ほ
ど
有
難
い
か
思
い

知
る
年
明
け
で
し
た
。

　

小
谷
議
員
の
訃
報
を
聞
い
て
、

出
た
言
葉
が
「
ほ
ん
と
か
い

や
」。
そ
う
と
し
か
言
い
よ
う

が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

今
年
に
入
り
、
８
日
に
編
集

委
員
会
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ

の
時
の
小
谷
議
員
の
精
力
的
で

元
気
な
姿
が
目
に
焼
き
つ
い
て

い
た
か
ら
で
し
た
。

　

小
谷
議
員
は
、
こ
れ
か
ら
の

ま
ち
づ
く
り
に
大
き
く
羽
ば
た

く
人
で
し
た
。
残
念
で
な
り
ま

せ
ん
。

　

編
集
委
員
一
同
は
、
悲
し
み

を
の
り
越
え
て
、「
読
ん
で
も

ら
え
る
広
報
」
を
念
頭
に
、
読

者
目
線
で
の
編
集
に
全
力
で
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
そ
の
こ

と
が
小
谷
議
員
の
遺
志
に
報
い

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

 

〔
恩
道　

正
博
〕

編
集
に
あ
た
り

編
集
に
あ
た
り

訃
　
　
報
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